
 

席
で
は
生
協
職
員
か
ら
北
大
生
協
の

話
、
教
職
員
委
員
か
ら
は
他
学
部
の
様

子
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
が
私
と
北
大
生
協
と
の
出
会
い
で

す
。そ

れ
か
ら
20
年
後
、
私
は
札
幌
キ
ャ

ン
パ
ス
の
演
習
林
本
部
勤
務
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
数
年
後
の
平
成
15
年
、
定

年
退
職
し
た
先
輩
技
術
職
員
に
誘
わ
れ

（
だ
ま
さ
れ
）
北
大
生
協
の
教
職
員
委

員
会
に
関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
こ

れ
が
人
生
の
分
か
れ
道
で
し
た
）
。
さ

ら
に
平
成
19
年
か
ら
は
生
協
理
事
と
し

て
運
営
に
参
画
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
今
年
、
定
年
を
む
か
え
ま

す
。
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私と北大生協

北大生協教職員委員会委員長
（北方生物圏フィールド科学センター
技術職員）
  間　宮　春　大

北方生物圏フィールド科学センター
生物生産研究農場
教職員写真同好会　伊藤仁浩

私
と
北
大
生
協
の
関
わ
り
は
、
昭
和

54
年
に
北
海
道
大
学
に
就
職
し
た
時
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
ま
あ
、
北
大
生
で
は

な
か
っ
た
職
員
は
ほ
と
ん
ど
が
そ
う
で

す
が
。
し
か
し
、
私
に
と
っ
て
初
め
て

の
職
場
は
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
遠
く

離
れ
た
道
北
の
幌
延
町
字
問
寒
別
、
人

間
よ
り
も
牛
の
方
が
多
い
酪
農
地
帯

で
し
た
。
こ
こ
に
北
海
道
大
学
最
北
の

施
設
、
農
学
部
附
属
天
塩
地
方
演
習

林
（
現
、
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科

学
セ
ン
タ
ー
森
林
圏
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
天

塩
研
究
林
）
が
あ
り
、
約
２
万
２
千
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
森
林
を
教
育
・
研
究
の
場

と
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
当
時
、
教

員
、
技
術
職
員
、
事
務
職
員
、
非
正
規

職
員
を
合
わ
せ
て
30
名
ほ
ど
の
北
大
職

員
が
働
い
て
い
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス

か
ら
遠
く
離
れ
た
職
場
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
く
の
職
員
が
生
協
の
組
合
員
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
年
に
１

度
、
北
大
生
協
が
書
籍
な
ど
の
訪
問
販

売
を
し
て
く
れ
て
い
た
の
で
す
。
就
職

当
初
、
訪
問
販
売
に
来
る
人
た
ち
は
全

員
生
協
職
員
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
そ
の
後
、
多
く
が
教
職
員
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
当
時
、
札
幌
か
ら
問
寒
別
ま
で

は
車
で
６
時
間
弱
の
道
の
り
で
す
。
当

然
１
泊
旅
程
な
の
で
夜
は
演
習
林
職
員

も
参
加
し
た
大
宴
会
と
な
り
ま
す
。
宴

生
協
活
動
に
関
わ
っ
て
10
年
間
、
毎

月
開
催
し
て
い
る
「
教
職
員
総
代
会

議
」
を
通
し
て
、
北
大
生
協
の
活
動
を

教
職
員
組
合
員
総
代
に
報
告
す
る
と
と

も
に
組
合
員
の
要
望
な
ど
を
生
協
事
業

に
反
映
さ
せ
る
仕
事
を
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
生
協
理
事
と
し
て
事
業
の

意
思
決
定
に
関
わ
る
中
で
、
北
大
生
協

の
内
情
や
様
々
な
問
題
も
見
聞
き
し
て

き
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
生
協
の
活
動

で
得
た
も
の
は
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま

す
（
し
ん
ど
か
っ
た
の
も
事
実
で
す

が
）
。
そ
の
上
で
強
く
感
じ
る
の
は
、

大
学
と
い
う
「
社
会
」
の
中
で
大
学
生

協
が
福
利
厚
生
（
学
生
共
済
を
含
む
）

の
大
き
な
部
分
を
担
っ
て
い
る
と
い
う

事
実
と
、
大
学
と
大
学
生
協
が
良
い
協

力
関
係
を
維
持
で
き
な
け
れ
ば
福
利
厚

生
の
質
が
悪
く
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
大
学
の
魅
力
は
、
そ
こ
で
行

わ
れ
て
い
る
教
育
・
研
究
の
質
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
福
利
厚
生
の
充
実
も
大

き
な
要
素
で
す
。
特
に
学
生
に
と
っ
て

は
、
い
わ
ゆ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の

魅
力
に
直
結
す
る
重
要
な
要
素
だ
と
思

い
ま
す
。
少
子
化
に
よ
り
入
学
学
生
の

確
保
が
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。
北
大

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
北
大
と
北

大
生
協
が
一
体
と
な
り
、
さ
ら
に
魅
力

的
な
北
大
を
作
っ
て
行
け
れ
ば
と
考
え

ま
す
。
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正
月
に
ホ
テ
ル
特
製
の
お

節
を
奮
発
し
た
。
暮
れ
に
、

ホ
テ
ル
勤
務
の
知
人
が
お

節
の
予
約
と
り
に
苦
労
し

て
い
る
と
聞
い
て
予
約
し

た
の
だ
。
味
は
上
々
だ
っ

た
▼
献
立
表
に
材
料
と
産

地
が
載
っ
て
い
た
。
海
老

は
ベ
ト
ナ
ム
、
鰊
は
ア
メ
リ

カ
、
鶏
ブ
ラ
ジ
ル
、
豚
肉
カ

ナ
ダ
、
銀
鮭
チ
リ
、
他
に
中

国
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
。
世
界
中
の
食
材

が
集
ま
っ
て
い
た
▼
零
細
農
家
の
従

姉
や
酪
農
家
の
友
人
が
い
る
の
で
、
農

畜
産
品
は
出
来
れ
ば
国
産
を
、
と
思
っ

て
い
る
。
そ
れ
が
新
年
早
々
、
食
卓
に

輸
入
食
材
が
並
び
戸
惑
っ
た
。
外
国

食
材
が
こ
ん
な
に
多
い
と
判
っ
て
い

た
ら
断
っ
た
か
、
と
自
問
す
る
。
も
し

店
頭
に
並
ん
で
い
た
だ
け
な
ら
買
わ

な
か
っ
た
。
で
も
知
人
が
困
っ
て
い

た
ら
…
迷
う
▼
普
段
の
思
い
を
曲
げ

て
買
っ
た
ら
、
状
況
に
流
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
た
か
が
お
節

で
こ
ん
な
こ
と
ま
で
考
え
た
の
は
、
小

説
「
記
念
碑
」（
堀
田
善
衛
）
を
読

ん
だ
時
だ
っ
た
か
ら
。
状
況
に
流
さ

れ
る
男
達
が
登
場
す
る
、
敗
戦
前
後
を

描
い
た
作
品
だ
。
個
人
の
意
志
の
強

さ
が
試
さ
れ
る
、
そ
ん
な
時
が
ま
た
来

る
か
も
し
れ
な
い
と
思
わ
れ
て
く
る

▼
今
、
日
本
は
安
保
関
連
法
の
下
に
あ

る
。
71
年
前
と
似
た
よ
う
な
状
況
に

な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
来
年

の
お
節
は
ど
う
す
る
？
重
箱
を
片
づ

け
な
が
ら
、緊
張
し
て
い
る
。（
今
日
子
）

いじわるじいさん

キャンパス放浪記 in 函館 … 第5回 ❶

皆様、ご無沙汰しております。お変わりございませんでしょうか？
今回は應援團の団誌と現役学生のインタビューから筆者がまとめた学
生の今と昔を、少し科学的に考察してみたいと思います。大学も2年
の後半から移動ではなく、3年生からの移動になったこともあり、今
までできていたことができなくなってしまったり、逆に今までできな
かったことができるようになったりと、まとめる過程で非常に興味深
く感じた部分を中心に記事にしていきます。今回はあまりにも記事が
長くなってしまうことを防ぐため、以下の3つの質問に的を絞り、質
問をしました。（1）学生の好きなこと、（2）学生の嫌いなこと、（3）
水産学部に願うこと、の3つです。また、今回は現役との差を明らか
にするため、一番古い団誌と、くろしお（1987年）を参考文献とし
て使用しました。団誌とは、應援團の資料として、代々作られてきた
もので、団員の随想も載っています。この随想を筆者がまとめ、現役
団員との対比材料にしたいと思います。
では、まず、学生の風潮（概説）から…。1980年当時の函館キャ
ンパスは今とあまり変化はないが、テニスコートが現在の駐車場のと
ころにもあり、学内施設は少しだけ充実しているような気がします。
また、各講座とも学生の色が非常に強く、雪中ラグビーやサケの遡上
を見る会なども催されていたと記載されていました（くろしお‘87
より）。一方、現役の学生の風潮としては、人と集まって何かをする
ことを好む傾向にありますが、札幌で2年過ごしてから来るため、あ
る一定のコミュニティがすでに出来上がっていることが多い、という
ことが特徴的でした。そのため、コミュニティ内での活動（研究室
でのお食事会であったり、サークルでのイベントだったりetc）が多
く、新しくコミュニティを形成するのは難しいように思えました（当
団団員からのインタビューより）。次に、あの3つの質問についての
考察です。
（1）好きなことについては、今も昔も変わらないようです。お酒
を飲む、マージャンをする、女の子とデートする（？）etc…。やっ
ぱり学生として楽しめるところはとことん楽しむのが北水生と言った
ところでしょう。

（2）嫌いなことについても、おもしろいことに状況は一致してい
ました。それは、北水生のクラブ活動を、大多数ではない一部の人間
任せにしてしまっているという点です。団誌によれば、“疲れた一部
の人間と、自分には関係ないという感じで妙にしらけ何もしない大多
数の学生”と記載されています。一方、インタビューでも“責任を取
りたがらず、まとめ役を他人に任せたがる”という特徴が挙げられて
いました。この2点から、筆者は今も昔も何か新しいことを起こした
くないという学生気質を感じ取ってしまいました。風潮でも指摘した
通り、水産ではどうも、新しい風を起こすのは難しいようです。
（3）水産学部に願うこと…。時代を超えて、応援団員の思いは変
化しないことをここに証明いたします。それは、今も昔も、“学内の
クラブの充実化とこの風潮を打破すべくアプローチする熱意”です。
昔の団誌には“この水産学部の状況に甘んじていなかったか？大いに
飛躍してこの現状を打破しようではないか”、団員からは“見るだけ
でもいいので様々な活動に参加してほしい。新たなことに挑戦しよう
とするのはとても抵抗はあるが、学生生活を充実させるために必要だ
と思う。”と記載されていました。このことは、水産学部を心から愛
し、水産学部に思いを素直にぶつけられなければ出てこない言葉だと
私は思います。
最後に、ここまで大雑把に考察してきましたが、北水の風潮と我が
應援團の思いはご理解頂けましたでしょうか？…え、分からないっ
て？………ん～…では、最後にこの言葉だけは言わせてください。
“そんなに知りたきゃ函館おいで！”以上、向井が報告いたしました。

「団誌 蒼海」と「くろしお」 第10代団員集合写真

水産学部・学生今昔物語
～現役学生と応援団誌から見る学生の風潮と傾向～

北海道大学水産学部應援團　第44代　特別幹部　向井 賢太
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キャンパス放浪記 in 函館 … 第5回 ❷

皆さんは水産学部生を知っているだろうか。「え、魚について研究
している人達でしょ？」まさにその通りである。しかし、その実態は
漁師さんもびっくりな水産漬けの毎日である（＊個人差はあります）。
今回は「研究」「サークル活動」「私生活」「アルバイト」の4項目を
通じて、海というフィールドをこよなく愛する北水生の姿を紹介して
いきたい。

1．研究
水産学部では4つの学科が存在し、多くの研究室で魚を用いた実験
を行うため、様々な魚を飼育している。これらの多くは学部内の水槽
センターで飼育されており、オートロック式の扉で厳重に管理されて
いる。また、その他に私の所属する七飯淡水実験所ではサケマス類な
ど多くの魚を扱っている。ここには、キャビアで有名なチョウザメと
呼ばれる魚も飼育されており、これらは大きいもので人間の身長と同
じかそれ以上に達する。採卵実験の時は、学生とチョウザメの間で迫
力のある格闘が展開されている。さらに、水産学部内には時折、凄ま
じい異臭が立ち込めることもある。海洋生物科学科の生徒によるアザ
ラシの解剖だ。鮭定置網の時期に混獲されたアザラシの解剖を行い、
腸内容物やヒゲの安定同位体等を使用して食性などを研究が行われて
いる。また、学生で机の上にも趣味で水槽を置いている人も少なくな
く、魚に対する熱中ぶりがうかがえる。ちなみに、同期の一人は、趣
味の水槽用の電気が学生室の電源では足りなくなり、ガソリン式の発
電機を持ってきて教員に怒られたとか。訪れた際には是非学生室を覗
いていただきたい。

2．サークル活動
水産学部には約40もの部活動やサークルがある。もちろん、水産
関連のサークルも充実している。有名なものは「鯨類研究会」であろ
う。現在17代目と比較的新しいサークルであるがその内容は非常に
高度である。鯨好きの学生が集まり、学祭等を通じて多くの人に鯨を
知ってもらうことを目的に活動している。活動内容は学祭での鯨関係
の食品販売やフェリーからの目視調査、さらには北海道各地で漂着し
た鯨の解析など学生レベルでは実現が困難なことを研究室や様々な研
究機関との連携で可能にしている。その他にもスキューバダイビング

のライセンスの取得ができる「アクアラング」や、釣りを愛して止ま
ない釣りサークル「アングラーズ」など、水産にちなんだ活動が盛ん
に行われている。

3．私生活
私生活からも、北水生の水産に対する思いが垣間見える。代表的
なものが「釣り」である。学部からわずか徒歩10分ほどで海にたど
り着ける立地条件。ゼミの同期たちは、気が向くと（研究に飽きる
と？）おもむろに各々の竿を取り出し、近くのフェリーターミナルを
目指す。そして糸を垂らすと様々な魚が食いついてくる。夏から秋に
かけてカレイやハゼが、年間を通してクロソイやアブラコが釣れる。
また、「函館市の魚」に制定されたイカを釣る人もいる。函館のイカ
は本当に美味い。さらに、秋には一大イベント「鮭釣り」が始まる。
これに興じている人は暗いうちから（むしろ泊まりで？）釣りに出か
けて鮭を狙う。釣果を左右するのは「場所取り」と「運」らしい。鮭
が釣れると、身をフレーク状にしたりイクラを作ったりして美味しく
頂くのである。このように釣り好きが多いため、北水生の居住区で
は、マンションの廊下や駐車場にウェーダー（＊腰や胸まである長
靴）や釣り道具が干してある。北水生を象徴する風景の一つである。

4．アルバイト
水産学部生では、一部、特殊なバイトをしている人も存在する。そ
の一つに「昆布干し」が存在する。昆布は決まった時期に多くの作業
を行うため、アルバイトが雇われるらしい。ただし、場所が少し遠方
（片道50km？）になってしまうので働ける人は限られてしまうもの
の、筆者自身にも声がかかってきたことから、一部の北水生が働いて
いるのだろう。他にもスルメ加工工場でのバイトなどが存在する。函
館には独特なバイトもあるので、これから移行してくる学生は色々探
してみては？

北水生の日常は上記のように、研究から放課後までどこを切り取っ
ても水産まみれである。海好きにはたまらない環境が、函館キャンパ
スにはある。

ロガー（動物装着型記録計）を取り付けたアザラシ つり同好会アングラーズでのひとこま 海上での研究風景

水産学部生の生態
～私たちは海が好き～

海洋応用生命科学専攻　修士1年　納谷 悠毅
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北大生協を支える連帯組織
北海道事業連合とは？

大学生協北海道事業連合 専務理事　佐藤 敦紀

大
学
生
協
北
海
道
事
業
連
合
の
佐
藤

と
申
し
ま
す
。
初
め
ま
し
て
。
実
は
若

い
頃
北
大
生
協
の
旅
行
部
で
勤
務
を
し

て
お
り
ま
し
た
の
で
覚
え
て
い
た
だ
い

て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

こ
の
度
紙
面
を
拝
借
し
ま
し
て
事
業

連
合
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
日
々

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
北
大
生
協
の

様
々
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
ど
の
よ
う

に
提
供
さ
れ
て
い
る
か
を
ご
紹
介
し
な

が
ら
事
業
連
合
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
、
連
帯
組
織
と
い
う
意
味
合
い
に
つ

い
て
も
少
し
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。例

え
ば
購
買
部
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。
ピ
ー
ク
は
１
日
１
万
人
弱
が
ご
利

用
に
な
る
、
パ
ン
・
お
に
ぎ
り
・
お

弁
当
・
飲
料
等
の
沢
山
の
商
品
は
ど
う

や
っ
て
並
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
？
お

店
の
店
長
さ
ん
や
、
発
注
を
担
当
す
る

職
員
が
各
々
の
メ
ー
カ
ー
さ
ん
と
商
談

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
も
し
も
そ

う
だ
と
す
る
と
、
お
店
毎
の
交
渉
の
巧

拙
に
よ
っ
て
価
格
が
違
っ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
あ
る
お
店
に
は
品

揃
え
さ
れ
た
け
ど
他
の
お
店
に
は
な
い

と
い
う
事
態
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
道
内

全
体
で
考
え
る
と
購
買
の
お
店
だ
け
で

も
30
か
所
近
く
あ
り
ま
す
の
で
第
一
効

率
が
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。

事
業
連
合
は
取
引
先
各
社
と
道
内
12

の
大
学
生
協
に
品
揃
え
す
る
商
品
の
選

定
や
、
割
引
条
件
の
対
象
に
す
る
商
品

企
画
（
年
に
２
回
開
催
し
て
い
る
バ

リ
ュ
ー
セ
ー
ル
等
が
典
型
的
で
す
が
、

毎
月
あ
り
ま
す
）
等
を
日
々
商
談
し
て

い
ま
す
。
商
談
の
結
果
を
道
内
の
各
お

店
に
伝
え
、
各
商
品
の
発
注
を
担
当
す

る
職
員
が
そ
の
リ
ス
ト
か
ら
品
揃
え
を

し
て
い
る
の
で
す
。

例
え
ば
食
堂
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

毎
月
行
う
フ
ェ
ア
メ
ニ
ュ
ー
の
確
定

や
、
ど
の
価
格
帯
の
メ
ニ
ュ
ー
を
標
準

で
何
品
出
す
か
（
メ
ニ
ュ
ー
構
成
と
言

い
ま
す
）
、
プ
ラ
イ
ス
カ
ー
ド
の
作
成
、

食
材
の
確
保
、
計
画
し
て
い
た
食
材
が

余
っ
た
場
合
の
対
応
等
も
事
業
連
合
で

行
っ
て
い
ま
す
。
安
心
・
安
全
な
食
材

を
確
保
し
、
安
定
し
た
状
態
の
食
事
を

ど
の
店
舗
で
も
ご
提
供
で
き
る
よ
う
標

準
化
し
て
い
ま
す
。

バリューセールの店舗の様子

い
か
が
で
し
ょ
う
？
事
業
連
合
が
何

を
し
て
い
る
か
想
像
い
た
だ
け
ま
す

か
？北

海
道
事
業
連
合
の
前
身
は
、
札
幌

地
区
連
合
と
言
い
ま
し
て
札
幌
市
内
・

江
別
の
５
大
学
生
協
が
共
同
で
仕
入
れ

業
務
が
出
来
る
よ
う
に
と
１
９
６
８
年

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
74
年
に

北
大
生
協
が
加
入
し
、
90
年
に
そ
の
業

務
を
全
道
に
広
げ
る
形
で
北
海
道
事
業

連
合
と
な
っ
た
の
で
す
。
今
で
は
共
同

仕
入
れ
機
能
の
他
に
、
全
道
共
通
の
広

報
機
能
（
ポ
ス
タ
ー
、
情
報
誌
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｕ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
、
ｗ
ｅ
ｂ
や
ス
マ
ホ
ア
プ

リ
）
、
全
道
で
約
２
，
０
０
０
名
弱
働
い

て
い
る
役
職
員
の
給
与
計
算
や
勤
怠
管

理
、
資
格
を
持
っ
て
い
な
い
大
学
生
協

の
旅
行
を
受
注
す
る
旅
行
セ
ン
タ
ー
、

職
員
の
採
用
や
集
合
教
育
等
の
機
能
を

持
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
は
広
大
な
面
積
の
中
に
小
規

模
の
事
業
所
が
点
在
す
る
た
め
商
品

を
届
け
る
た
め
の
コ
ス
ト
（
物
流
コ

ス
ト
）
が
非
常
に
大
き
く
な
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
も
し
も
釧
路
や
函
館
の
小

規
模
大
学
生
協
が
独
自
で
商
品
を
仕
入

れ
る
と
す
る
と
満
足
な
品
揃
え
の
お
店

を
実
現
す
る
事
は
難
し
い
で
す
し
、
飲

料
の
割
引
等
も
札
幌
市
内
に
比
べ
る
と

難
し
く
な
り
ま
す
。
道
内
各
地
へ
配
達

ル
ー
ト
を
持
つ
取
引
先
と
全
道
一
括
で

商
品
を
仕
入
れ
る
事
を
条
件
に
事
業
連

合
で
商
談
を
行
う
事
で
現
在
の
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
レ
ベ
ル
を
築
い
て
い

る
の
で
す
。
逆
に
言
え
ば
北
大
生
協
単

独
で
商
談
を
行
う
と
現
在
よ
り
条
件
の

良
い
仕
入
れ
が
出
来
る
可
能
性
は
お
お

い
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
１
９
７
４

年
か
ら
連
帯
事
業
の
中
核
と
し
て
そ
の

中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
北
大

生
協
は
大
き
な
心
で
全
道
同
一
価
格
、

同
一
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
の
為
に
、
そ
の

機
能
を
事
業
連
合
に
委
託
し
続
け
て
い

ま
す
。
事
業
連
合
は
引
き
続
き
北
大
生

協
の
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
満
足
い
た
だ

け
る
よ
う
機
能
を
充
実
・
高
度
化
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
回
の
機
会
を
い
た
だ
け
る
よ
う
で

し
た
ら
、
現
在
全
国
の
大
学
生
協
で
協

議
さ
れ
て
い
る
連
帯
組
織
の
再
編
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

食堂のメニューケース

組合員 北大生協 北海道
事業連合 取引先

【商品の流れと事業連合の機能】

購入

代金
支払い

発注

商談

納品

他の11の大学生協も同様

仕入

支払
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平素は格別のお引立てに預り厚く御礼申し上げます。
さて、当生協でのご利用代金は別紙明細書内訳の通りでご

ざいます。
つきましては、ご指定の預金口座から振替させていただき

ますので、お手数でも今月の振替日20日の前日までに預金口
座にご入金下さるようお願い申し上げます。

なお、毎月25日締で請求させていただいておりますが、12
月はお正月休みの関係上誠に勝手ながら12月18日で締めさせ
ていただきました。

それにともないまして、12月19日以降のご利用代金につき
ましては１月分の請求（２月22日引落し）とさせていただき
ますので何卒ご了承賜りますようお願い申し上げます。

今後とも北大生協をご利用くださいますよう重ねてお願い
申し上げます。

2016年１月

北海道大学生活協同組合　経理課
電話 011-726-9149　学内内線 2978

2016年のスケジュール

購　入　日 口座引き落し日
2015年12/19 ～ 2016年₁/25 2016年 ₂/22
2016年 ₁/26 ～ ₂/25 ₃/22

₂/26 ～ ₃/25 ₄/20
₃/26 ～ ₄/20 ₅/20
₄/21 ～ ₅/25 ₆/20
₅/26 ～ ₆/24 ₇/20
₆/25 ～ ₇/25 ₈/22
₇/26 ～ ₈/25 ₉/20
₈/26 ～ ₉/23 10/20
₉/24 ～ 10/25 11/21
10/26 ～ 11/25 12/20
11/26 ～ 12/20 2017年 ₁/20

手当て引きの引き落し

購　入　日 口座引き落し日
2015年 11/16 ～ 2016年₆/15 2016年 ₇/20
2016年 ₆/16 ～ 2016年11/15 2016年 12/20

口座引落しご利用の皆様へ

院生書評誌『ほんでないかい2015』は、もうご覧になりましたか。
書評だけでなく様々なコンテンツを有する本誌のおすすめポイントを紹介します。

おすすめポイント　その一　書籍部紹介
　まずは「院生委員による書籍部紹介」のページです。長い間北大にいても、生協書籍
部についてよく分からない点があったりなかったり…。そんな点が分かる・解決できる
内容を集めてみました。利用経験がない人だけでなく利用している人も、本誌を片手に、
今一度書籍部について知ってみましょう。そしたら、生協書籍部を訪れてみて、実践あ
るのみです。1人ではなく、生協書籍部クラーク店の書籍ソムリエと相談して本を買うと
いうBook Lifeを、この冬に体験してみませんか。

おすすめポイント　その二　読書の大切さ
　また、「特別企画インタビュー」もおすすめポイントです。「若者の読書離れ」が騒が
れる今日、そもそもなぜ読書が大切・必要なのか疑問を持つかもしれません。その疑問
に「リーディングリスト運動」をしている全国大学生協連合会教職員委員会委員長・玉
先生（北大農学部OB）がインタビューに応じてくれました。大学の先生という立場から
みる「読書観」・読書の大切さを知ることで、読書のイメージが変わるかもしれません。
読書への新たなイメージを持って、騙されたと思って、本・読書というものに触れてみ
てください‼

『ほんでないかい2015』絶賛配布中！
お薦めポイント紹介

院生による院生の書評誌
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心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授               

昨
年
の
12
月
15
日
、
16
日
、
18
日
に
学
生
委
員
会
で
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
と
い
う

企
画
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
主
に
北
大
生
の
方
々
に
、
器
具
で
の
測
定
を

通
し
て
自
分
の
体
の
状
態
を
知
っ
て
も
ら
い
、
健
康
に
つ
い
て
意
識
し
て
も
ら
う
た

め
の
企
画
で
す
。
こ
の
企
画
も
今
回
で
５
年
目
に
な
り
ま
す
。

15
日
、
16
日
は
北
部
食
堂
の
２
階
に
て
実
施
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は

血
圧
、
肌
水
分
、
ス
ト
レ
ス
、
視
力
、
握
力
、
ア
ル
コ
ー
ル
へ
の
耐
性

な
ど
９
つ
の
測
定
器
具
を
用
い
て
企
画
を
行
い
ま
し
た
。
他
に
も
泥
酔

ゴ
ー
グ
ル
を
用
い
た
泥
酔
状
態
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
大
学
生
に
と
っ

て
身
近
な
飲
酒
問
題
で
あ
る
だ
け
に
、
参
加
者
の
関
心
も
高
か
っ
た
で

す
。18

日
は
工
学
部
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
実
施
し
ま
し
た
。
ス
ペ
ー
ス
の

都
合
で
北
部
２
階
で
の
企
画
時
よ
り
も
規
模
を
縮
小
し
て
行
い
ま
し
た

が
、
こ
ち
ら
も
多
く
の
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
３
日
間
で
計
１
２
０
人
の
方
に
企
画
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
自

分
の
体
の
健
康
と
向
き
合
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
企
画
に
参
加
し
て
終

わ
り
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
で
も
自
分
の
健
康
状
態
を
意
識
し

て
も
ら
え
た
ら
幸
い
で
す
。

な
お
、
こ
の
企
画
の
実
施
に
際
し
て
は
、
器
具
の
貸
し
出
し
や
使
用

法
な
ど
で
保
険
セ
ン
タ
ー
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借

り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

研
究
発
表
が
、
壁
に
ハ
エ
を
叩
き
つ
け
る
よ
う

に
し
て
粉
砕
さ
れ
た
な
ど
と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
た

ら
、
ど
う
す
る
か
？
こ
の
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
、
引
き

続
き
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
前
回
は
、
研
究

の
流
儀
な
る
も
の
を
理
解
す
る
こ
と
の
意
義
を
述
べ

ま
し
た
が
、
で
き
る
こ
と
は
他
に
も
ま
だ
あ
る
は
ず

で
す
。

ま
ず
は
、
当
り
前
で
す
が
、
酷
評
さ
れ
た
理
由
を

考
え
る
こ
と
で
す
よ
ね
。
研
究
と
し
て
の
質
は
ど
う

だ
っ
た
か
、
そ
の
方
法
や
先
行
研
究
の
扱
い
、
記
述

の
仕
方
あ
る
い
は
倫
理
的
配
慮
と
い
っ
た
問
題
の
再

検
討
が
、
第
一
に
来
る
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
こ

の
点
は
比
較
的
単
純
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
研

究
分
野
に
よ
っ
て
は
こ
う
い
っ
た
問
題
に
は
明
確
な

基
準
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
若

い
初
学
者
の
方
の
場
合
は
、
指
導
者
と
の
間
で
充
分

に
検
討
済
み
で
あ
る
こ
と
も
多
い
で
し
ょ
う
。
比
較

的
理
解
す
る
こ
と
の
容
易
な
側
面
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
研
究
の
評
価
と
い
う
も

の
は
、
狭
義
の
研
究
と
し
て
の
質
に

関
連
し
て
の
み
行
わ
れ
る
も
の
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
研
究
と
い
え
ど

も
人
間
の
営
み
で
あ
る
か
ら
に
は
、

対
人
的
、
文
化
的
、
社
会
的
な
ど
の
、

重
複
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
脈
の
中
で

行
わ
れ
る
わ
け
で
、
そ
う
い
っ
た
も

の
か
ら
の
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
と

考
え
た
方
が
、
現
実
に
適
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

で
は
、
も
う
少
し
具
体
的
に
、
研
究
に
対
す
る
酷

評
な
い
し
は
否
定
的
な
評
価
が
行
わ
れ
る
理
由
の
う

ち
、
複
雑
な
も
の
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

一
つ
に
は
、
通
過
儀
礼
、
つ
ま
り
、
一
人
前
に

な
る
た
め
の
試
練
と
し
て
の
酷
評
と
い
う
も
の
が
あ

る
で
し
ょ
う
。
前
回
記
し
た
私
の
修
士
学
位
論
文
発

表
会
は
、
思
え
ば
そ
う
い
っ
た
色
合
い
が
強
か
っ

た
の
で
す
。
こ
れ
は
試
練
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
自
体

に
意
味
あ
り
と
す
る
わ
け
で
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

の
批
判
に
耐
え
得
る
よ
う
な
研
究
を
行
う
こ
と
が
誰

に
と
っ
て
も
容
易
な
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
る
以
上
、
避

け
る
の
は
か
な
り
困
難
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
体
験

の
影
響
に
は
一
長
一
短
が
あ
り
、
新
入
り
い
じ
め
ま

が
い
に
堕
す
る
危
険
も
あ
っ
て
、
批
判
の
与
え
手
側

も
当
然
問
わ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
と
私
は
考
え
ま

す
。ま

た
、
新
し
い
手
法
や
概
念
等
を
持
ち
込
も
う
と

す
る
こ
と
に
対
す
る
抵
抗
の
よ
う
な
形
で
、
批
判
が

行
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
私
は
自
分
が
学

会
で
座
長
を
務
め
た
際
に
、
そ
の
よ
う
に
思
え
る
場

に
遭
遇
し
、
後
で
そ
の
若
い
発
表
者
の
フ
ォ
ロ
ー
に

努
め
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
も
っ
と
複
雑
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
そ
れ
に
つ
い
て
発
言
す
る
こ
と
に
有
形

無
形
の
困
難
が
伴
う
領
域
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。
心
的
外
傷
（
ト
ラ
ウ
マ
）
に
関
す
る
領
域
が
そ

の
一
例
で
し
ょ
う
。
な
に
せ
、
代
表
的
な
テ
キ
ス
ト

ブ
ッ
ク
の
冒
頭
に
、

こ
の
問
題
に
度
を

越
え
て
関
与
し
よ

う
と
す
る
専
門
家

は
、
し
ば
し
ば
専

門
家
集
団
の
中
で

村
八
分
に
さ
れ
る
、

と
書
か
れ
て
い
る

の
で
す
。
日
本
に

お
け
る
専
門
学
会

の
初
期
に
お
い
て

は
、
周
囲
か
ら
孤

立
し
な
い
配
慮
を
、
と
い
う
こ
と

が
合
意
事
項
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
な
る
と
研
究
発
表
に
も
覚
悟

が
い
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
理
由
の
特
徴
は
、
必
ず
し
も
明
示
さ
れ

る
形
で
行
わ
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
む
し
ろ
批
判
の
行

い
手
に
は
あ
ま
り
意
識
さ
れ
ず
、
受
け
手
に
も
そ
れ

と
す
ぐ
に
は
わ
か
ら
な
い
形
で
あ
る
こ
と
が
多
い
、

と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う

か
。他

に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
そ
う
で
す
が
、
私
自
身
が

肌
で
知
る
と
言
え
る
も
の
は
、
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ

か
と
。
酷
評
さ
れ
て
も
、
理
由
が
わ
か
れ
ば
そ
れ
だ

け
で
気
持
ち
が
落
ち
着
く
部
分
が
あ
る
と
思
い
ま
す

し
、
な
に
よ
り
も
改
善
と
成
長
に
つ
な
が
る
道
が
開

け
ま
す
よ
ね
。
で
は
、
そ
の
対
処
に
つ
い
て
は
？
そ

れ
は
ま
た
項
を
あ
ら
た
め
て
と
い
う
こ
と
で
。

渡邊　誠

こころの
健康を考える 38○

研究が酷評される
複雑なわけ

学
生
委
員
会
企
画
『
健
康
チ
ェ
ッ
ク
』

～ 

自
分
の
か
ら
だ
の
状
態
を
自
分
で
チ
ェ
ッ
ク 

～
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第６回

変わらない植物園がもたらすもの
北海道大学北方生物圏フィールド科学センター植物園　加藤　克 

植物園に行こう

植
物
園
内
で
は
、
職
員
が
動
く
範

囲
と
文
化
財
建
築
の
周
り
が
除
雪
さ

れ
、
そ
の
他
の
部
分
は
深
い
雪
が
積

も
っ
て
い
ま
す
。「
植
物
園
に
行
こ

う
」
第
６
回
は
こ
の
雪
の
下
に
あ
る

遺
跡
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

植
物
園
の
入
り
口
か
ら
中
央
に
あ

る
博
物
館
ま
で
の
道
沿
い
に
、
２
箇

所
の
く
ぼ
み
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
写
真
１
）。
来
園
者
の
方
に
「
こ

れ
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？
」
と
問

い
か
け
る
と
、「
大
き
な
樹
木
が
倒

れ
た
痕
」
と
い
っ
た
答
え
が
返
っ
て

き
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
、
い
ま
か
ら

１
０
０
０
年
ほ
ど
前
の
擦
文
文
化
期

の
竪
穴
住
居
の
跡
な
の
で
す
。
博
物

館
の
収
蔵
庫
に
は
、
植
物
園
内
で
採

集
さ
れ
た
と
い
う
記
録
を
も
つ
土
器

の
破
片
や
石
器
（
写
真
２
）
な
ど
が

収
蔵
さ
れ
て
い
て
、
住
居
跡
だ
け
で

な
く
人
々
が
生
活
に
利
用
し
て
い
た

道
具
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
植
物

園
の
あ
る
あ
た
り
は
扇
状
地
の
縁
に

位
置
し
、
水
が
湧
き
出
る
豊
か
な
地

域
で
し
た
。
１
０
０
０
年
前
に
こ
の

あ
た
り
で
生
活
し
て
い
た
人
々
も
、

水
を
利
用
し
、
そ
こ
に
集
ま
る
動
物

た
ち
を
利
用
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

植
物
園
内
で
実
際
に
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
住
居
跡
は
３
箇
所
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
温
室
や
新
し
い

収
蔵
庫
を
建
設
し
た
際
に
、
地
面
の

下
に
残
さ
れ
て
い
た
住
居
跡
（
写
真

３
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
植

を
得
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
札

幌
の
原
地
形
や
遺
跡
が
残
さ
れ
、
今

も
学
び
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
植
物
園
が
「
変
わ
ら
な
か
っ

た
」
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
一

度
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
は
、

復
元
さ
れ
た
と
し
て
も
も
と
も
と
の

価
値
を
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。「
変
わ
ら
な
い
で
い
る
こ
と
」
は

何
も
し
て
い
な
い
の
で
は
な
く
、
重

要
な
も
の
を
「
残
す
」
と
い
う
役
割

を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の

で
す
。

植
物
園
だ
け
で
な
く
、
北
大
の
札

幌
キ
ャ
ン
パ
ス
は
す
べ
て
遺
跡
と
し

て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
埋
蔵
文
化

財
と
し
て
の
遺
跡
・
遺
物
の
保
護
の

た
め
、
ま
た
遺
跡
の
上
に
成
立
し
て

い
る
と
い
う
北
大
キ
ャ
ン
パ
ス
の
魅

力
を
保
全
す
る
た
め
、
２
０
１
４
年

物
園
の
地
面
の
下
に
は
ま
だ
数
多
く

の
生
活
の
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
植
物
園
は
、
植
物

や
博
物
館
の
展
示
室
に
あ
る
動
物
資

料
や
民
族
資
料
だ
け
で
な
く
、
過
去

の
人
々
の
生
活
の
様
子
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
場
で
も
あ
る
の
で
す
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
遺
跡
は
植
物

園
だ
け
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
明

治
時
代
に
は
、
植
物
園
か
ら
現
在
の

北
大
キ
ャ
ン
パ
ス
あ
た
り
を
流
れ
て

い
た
川
の
周
辺
に
数
百
箇
所
の
住
居

跡
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
録
に
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
大

部
分
は
開
拓
や
開
発
に
よ
っ
て
破
壊

さ
れ
、
現
在
は
植
物
園
な
ど
の
開
発

を
免
れ
た
場
所
だ
け
で
し
か
観
察
で

き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
社
会
的
要
請
か
ら
最
新
の
設
備

や
建
物
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
や
む

に
実
施
さ
れ
た
重
要
文
化
財
の
耐
震

補
強
工
事
で
は
、
地
下
に
眠
っ
て
い

る
遺
跡
を
壊
さ
な
い
よ
う
な
工
事
手

法
が
検
討
・
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
も
北
海
道
大
学
で
は
遺
跡
の
保
存

に
配
慮
し
た
工
事
計
画
が
進
め
ら
れ

て
ゆ
く
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
が
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
建
物
の
多
く
は
遺

跡
を
破
壊
し
て
建
て
ら
れ
て
き
た
こ

と
も
事
実
で
す
。
雪
が
融
け
た
後
の

植
物
園
を
散
策
し
な
が
ら
、
キ
ャ
ン

パ
ス
の
過
去
、
現
在
、
そ
し
て
未
来

に
思
い
を
は
せ
て
も
ら
え
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

６
回
に
わ
た
っ
て
お
伝
え
し
た

「
植
物
園
に
行
こ
う
」
は
今
回
が
最
終

回
で
す
。
植
物
園
に
は
ま
だ
ま
だ
魅

力
的
な
素
材
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
見
つ

け
出
し
て
く
だ
さ
い
。

写真1　博物館前のくぼみ（住居跡）

写真2　植物園内で発見された遺物

写真3　収蔵庫工事前の発掘調査の様子
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北大生協には「学生・院生・留学生・教職員」の４つの組織委員会があります。

北大生協組織委員会報告

■
留
学
生
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
編
集
作
業

３
月
末
の
発
行
に
向
け
、
委
員
が
北

大
に
来
て
直
ぐ
の
頃
を
思
い
出
し
な
が

ら
従
来
の
内
容
を
大
幅
に
見
直
し
て
、

検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。
目
指
し
て
い

る
の
は
「
北
大
生
協
を
多
く
の
留
学
生

に
知
っ
て
も
ら
い
利
用
し
て
も
ら
え
る

こ
と
に
繋
げ
る
！
」
で
す
。

委
員
会
一
同
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

■
留
学
生
委
員
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
募
集
！

昨
年
は
定
員
割
れ
で
の
活
動
と
な
り

大
変
で
し
た
が
、
年
末
や
っ
と
11
名
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
春
卒
業
等

で
退
任
の
予
定
が
あ
り
今
後
ス
ム
ー
ズ

に
活
動
す
る
た
め
に
も
、
委
員
に
な
る

前
提
で
の
留
学
生
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

◇
生
協
組
合
員
で
日
本
語
が
あ
る
程
度

理
解
で
き
る
こ
と
が
基
本
で
、
現
メ
ン

バ
ー
以
外
か
ら
の
出
身
国
の
方
を
探
し

て
い
ま
す
。（
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ラ
ン
、

ガ
ー
ナ
、
韓
国
、
中
国
、
台
湾
、
ブ
ラ

ジ
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
）

ご
紹
介
い
た
だ
け
る
場
合
は
理
事
会
室

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
内
線
：
３
２
８
５　

担
当　

室
田
）

■
委
員
会
始
め
、
正
月
料
理
を
楽
し
む

日
本
の
お
正
月
を
代
表
す
る
料
理
の

「
雑
煮
・
黒

豆
・
な
ま
す
」

の
三
品
を
ハ

ラ
ル
で
用
意

し
て
、
初
め

て
の
お
餅
や

甘
い
味
付
け

の
豆
料
理
、

日
本
の
ピ
ク

ル
ス
を
食
べ

な
が
ら
今
年

の
健
康
と
活

躍
を
祈
り
ま

し
た
。

■
教
職
員
総
代
会
議
：
学
内
７
ヶ
所
で

８
月
を
除
く
毎
月
１
回
、
昼
休
み
を
利

用
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
生
協
の
営

業
報
告
の
後
、
教
職
員
の
皆
様
に
利
用

者
の
立
場
か
ら
組
合
員
の
声
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
教
職
員
委
員
会
：
毎
月
１
回
、
18
時

～
19
時
半
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
総
代

会
議
で
上
が
っ
た
組
合
員
の
声
に
つ
い

て
の
検
討
、
き
ぼ
う
の
虹
の
編
集
・
発

行
に
つ
い
て
討
議
し
て
い
ま
す
。

■
き
ぼ
う
の
虹
：
こ
の
冊
子
で
す
。
教

職
員
委
員
会
が
編
集
し
偶
数
月
に
発
行

し
て
い
ま
す
。
連
載
記
事
を
常
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
生
協
加
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
：
教
職
員

を
対
象
と
し
て
10
～
11
月
に
実
施
し
ま

し
た
。
今
回
は
ご
紹
介
特
典
が
付
い
た

こ
と
も
あ
っ
た
の
か
、
多
数
の
方
々
に

紹
介
・
加
入
し
て
頂
き
ま
し
た
。
加
入

は
随
時
受
付
を
し
て
お
り
ま
す
。

■
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展
投
票
結
果
：

一
位
「
一
日
の
終
わ
り
に
」��
�
８
票

二
位
「
大
野
池
の
夜
」��
�
�
�
６
票

三
位
「
北
大
か
ら
世
界
へ
」「
北
大
の

リ
ス
」「
空
の
パ
レ
ッ
ト
」�
�
各
４
票

40
作
品
に
票
が
分
か
れ
た
の
で
、
力

作
ぞ
ろ
い
で
選
ぶ
の
が
難
し
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

■
今
で
は
日
本
有
数
の
コ
メ
ど
こ
ろ
で

あ
る
石
狩
平
野
が
、
泥
炭
地
で
決
し
て

耕
作
に
適
し
た
土
地
で
は
な
か
っ
た
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
茶
碗
を
片
手
に
、

ふ
と
明
治
以
来
の
先
人
た
ち
の
開
拓
の

苦
労
を
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
各
種
連
絡
先
：
北
大
生
協
理
事
会
室

（
学
内
内
線
：
３
２
８
５
）

seikyou

＠coop.hokudai.ac.jp

■
広
報
活
動　

機
関
誌
「Letter

」

学
生
委
員
会
で
は
機
関
誌

「Letter

」
の
発
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
５
月
、
７
月
、
11
月
、
１
月
の
年

４
回
発
行
し
て
お
り
、
全
て
学
生
の
手

で
作
成
し
て
い
ま
す
。
学
生
委
員
会
の

活
動
、
時
期
に
応
じ
た
役
立
つ
情
報
を

組
合
員
に
届
け
て
い
ま
す
。
生
協
店
舗

で
の
設
置
配
布
の
ほ
か
、
北
部
・
中

央
・
ク
ラ
ー
ク
・
工
学
部
の
各
食
堂
前

で
学
生
委
員
が
配
布
し
て
い
る
と
き
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
２
０
１
６

年
１
月
発
行
号
は
、
節
目
の
５
０
０
号

で
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
積
み
重
ね
を
大

切
に
、
更
な
る

情
報
を
組
合
員

の
み
な
さ
ん
に

届
け
て
い
き
ま

す
。

■
受
験
生
歓
迎
活
動

北
大
二
次
試
験
に
合
わ
せ
、
受
験
生

の
不
安
解
消
・
軽
減
を
目
的
と
し
た
受

験
生
歓
迎
活
動
を
行
い
ま
す
。
前
期
試

験
・
後
期
試
験
の
両
方
で
実
施
予
定
で

す
。
毎
年
好
評
の
「
北
大
生
と
話
そ

う
」
や
受
験
生
歓
迎
冊
子
「
い
な
蔵
」、

北
大
構
内
の
「
道
案
内
」
な
ど
の
企
画

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
他
大
学
で
は
あ

ま
り
見
る
こ
と
の
な
い
活
動
で
も
あ

り
、
多
く
の
北
大
受
験
生
が
試
験
で
力

を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
先
輩
北
大
生

ら
が
受
験
生
を
歓
迎
、
応
援
し
ま
す
。

学
生
委
員
会
連
絡
先
：

gakusei

＠coop.hokudai.ac.jp

は
じ
め
ま
し
て
。
院
生
委
員
会
の
北

原
で
す
。
今
年
も
院
生
委
員
会
は
院
生

と
生
協
の
意
見
交
流
、
院
生
生
活
の
充

実
の
た
め
に
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。
今
回
は
去
る
12
月
28
日
に
発
行
し

た
書
籍
紹
介
冊
子
「
ほ
ん
で
な
い
か
い

２
０
１
５
」
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

ま
ず
、
書
籍
紹
介
と
聞
い
て
敷
居
が

高
い
と
思
う
な
か
れ
！
「
ほ
ん
で
な
い

か
い
２
０
１
５
」
は
自
分
の
周
り
に
い

る
院
生
が
お
す
す
め
す
る
学
術
書
や
小

説
、
エ
ッ
セ
イ
と
い
っ
た
多
岐
に
わ
た

る
本
の
書
評
21
本
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
大
学
院
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
読

み
解
か
れ
た
書
評
は
独
特
な
感
性
・
表

現
に
あ
ふ
れ
て
い
て
、
こ
れ
だ
け
で
も

一
見
の
価
値
あ
り
！
他
に
も
生
協
書
籍

部
の
紹
介
や
特
別
企
画
ペ
ー
ジ
と
も
り

だ
く
さ
ん
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
詳
細
は
本
誌
５
ペ
ー
ジ
に
記
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。

以
上
。
誰
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど

こ
か
ら
読
ん
で
も
楽
し
め
る
、
会
心
の

書
評
誌
と
な
り
ま
し
た
。
興
味
を
持
っ

て
下
さ
っ
た
方
は
、
是
非
手
に
取
っ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
！
な
お
、
各
学
院
の
掲

示
板
、
書
籍
部
ク
ラ
ー
ク
店
・
北
部
店

な
ど
で
配
布
中
で
す
。
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